


学校で「本の時間」をつくりましょう

※現在、多くの学校では朝の始業前の10分間などを使って様々な「本と出会う」時間が設定されています。

　一人で読むことになれないうちは、まず「本」の楽しさを味わわ

せることが大切です。その第一歩として「読み聞かせ」が考えられ

ます。

　小さいころから、十分な読み聞かせをしてもらった子どもは本が

好きになります。また、子どもたちは読み聞かせをしてもらうこと

が好きになり、話を集中して聞くことができるようになります。

　さらに、子どもは毎日語りかけられることによって、ことばを

一つ一つ自分のものにしていきます。読み聞かせは、言葉を豊かに

するためにも大切な活動です。

「本っておもしろいよ!」ブックトークから始まる読書の楽しみ

朝の読書で始まる 学校の一日
　現在、全国の８０００校を超える学校で朝の１０分間読書が

実践されています。

　取組の姿勢として、「みんなでやる」「毎日やる」「好きな

本でよい」「ただ読むだけ」 という4つの原則が重要であると

いわれています。そのため、先生も一緒に読書をすることや、児

童生徒には読後の感想文などを求めないことなどもこの活動の

特色です。

　主体的な読書を促すために、この活動では、自分の力で読め

るものを読み、自分で本を探す努力をすることが大切にされて

います。本を読んでいることが楽しいと思うことが、本を好き

になることにつながるのです。

   実践している学校では、児童生徒から、「家でも本を読むようになった。」「朝の騒がしかった教室が静かになっ

た。」「１日が本で始まるので気分がいい。」などの意見が出され、生活面でも改善されてきた事例が報告されてい

ます。「朝の読書」をすることで、本を好きになるだけでなく、「心が落ち着き、授業に集中できる」「本を媒体と

した情報交換が活発になり、児童生徒間の人間関係が円滑になる」といった、学校生活全般にわたる改善にもその効

果が期待されています。

本好きへの第一歩は読み聞かせから

　ブックトークとは、テーマに沿って何冊かの本を紹介する、読書への

いざないの方法の一つです。

　単なる本の紹介ではなく、テーマにちなんだ楽しいおはなしをしたり、

なぞなぞやクイズをしたり、新聞記事や写真を見せたりしながら話題を

広がりのあるものにしていきます。また、手あそびやゲームなど、体を

動かす遊びを織り込むことで、子どもたちは本をより身近なものとして

感じることができるでしょう。

　ブックトークの面白さは、子どもたちが知らなかった本に出会った

り、「あっ、それ知ってる！」とちょっぴり得意になったり、「続きが

知りたい。」「読んでみたいな。」と思ったりするところにあります。

　話し手の工夫次第で、「本っておもしろいな。読んでみようかな。」と子どもたちに実感させることができます。そして、次

第に本に主体的にかかわろうとする態度が芽生えて、読書の楽しさがわかるようになっていきます。



　子どもたちに豊かな読書環境を提供するために、子どもたちが多くの時間を過ごす学校の役割は重要で
す。本を読む、本で調べる、本について話したり書いたりするなど、本に親しませ、本を通して学ばせる
時間をたくさんつくりましょう。
　今まで行ってきた取組もその意義や目的を再確認し、学校全体で取り組んでいきましょう。

学級での取組は読書の原点

　児童の最も身近にいる学級担任は、子どもたちの心

をつかんだ指導ができるという意味で、読書の案内人

になるといえます。

　学級では、読み聞かせ、ブックトーク、学級文庫の

設置、友だちに本を紹介させることなど読書に関係し

た活動を取り入れることができます。これらの活動

は、他の読書に関する活動の原点となるでしょう。

　読書月間（週間）、読書感想文コンクール、朗読

発表会、読書新聞作りなどの行事は、日頃の読書活

動に変化を持たせ、より深まりのある読書力をつけ

るきっかけとなるものです。

　効果を高めるためには、年間計画の中に適切に配

置し、職員の共通理解のもとに実施することが重要

です。

効果的な学校行事を

　「総合的な学習の時間」では課題の設定から解

決、まとめに至るまでのあらゆる過程で、本を活用

することが有効です。

　調べやすい環境づくりに努め、本で調べる活動な

どを取り入れましょう。

　本を中心とする活字メディアによって、学習に必

要な情報を活用する知識・技術をはぐくむことが大

切です。

「総合的な学習の時間」の調べ学習に

　日常の授業の中で、子どもが本にふれる環境、本を

読む機会をつくりましょう。

　また、先生から授業の内容に関連した良い本を紹介

することも大切です。

　学習の導入として、また、次の段階の学習に向けて

の発展として、子どもの疑問に答える本や興味・関心

を高めるさまざまな分野の本を、授業の中で活用して

いきましょう。

授業の中で本に親しむ

　良い本、読んで欲しい本の紹介法を工夫していき

ましょう。

　また、読書会、読み聞かせ会、紙芝居の会などの

イベントを開くことも効果があるでしょう。

　そのときには、図書委員会の活動を生かしたり、

ボランティアや保護者の力を借りたりすると盛り上

がりのある活動が期待できます。

学校図書館を中心として

◆読書センターとして
　　子どもの多様な興味・関心にこたえる本、子どもたちに読ませたい本を収集し、分かりやすく配置しましょう。
　また、館内を魅力的に整え、多くの子どもたちが集まり、自発的に読書ができる場としての環境づくりにつとめま
　しょう。読み聞かせや、ブックトークなどを行い、子どもが本と出会う機会を設けることも大切です。

◆学習情報センターとして
　　図書資料は、問題解決的な学習、探究的な学習など子どもの主体的な学習に対応できるように蔵書構成に配慮す
　るとともに、コンピュータ等を整備し、図書の検索等ができる環境を整えていきましょう。また、学校図書館の機
　能を十分に生かすためにも、公立図書館などとネットワーク化を図ることで、広く図書資料の検索や貸し借りができ
　る仕組みをつくっていくことが求められています。さらには、図書の情報ばかりでなく、調べ学習などのときに必要
　な情報が得られたり、マルチメディアを活用した学習ができたりするような環境も整えていきましょう。

※学校図書館法の一部改正により、平成15年度から12学級以上の学校には学校図書館司書教諭が配置されます。学
　校図書館司書教諭は、学校図書館の主な職務を担当し、学校図書館の活用や読書指導について、校内の協力体制の
　中心となることが求められています。

機能的な学校図書館を目指して

学校の読書環境を見直しましょう
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